
地震後の道路交通状況を考慮した津波避難実験用走行シナリオの構築 
 

千葉大学大学院工学研究科 学生会員 ○小山天城 

千葉大学大学院工学研究科  正会員  丸山喜久 

 

1. 背景と目的 

2011 年 3 月 11 日に東北地方太平洋沖地震が発生し，

東北地方の太平洋側を中心に津波による甚大な被害が

生じた．その際，沿岸部を走行中の自動車が津波に巻き

込まれ，多くの人々が犠牲となった． 

 津波来襲時の自動車による避難は，渋滞に巻き込まれ

ることや事故の危険性，徒歩による避難者の円滑な避難

を妨げる恐れがあることから原則として禁止されてい

る．しかし，中央防災会議の報告 1)によると，東北地方

太平洋沖地震では避難者の約 57%が避難時に自動車を

利用していた．これを受けて現在我が国の方針としては，

津波発生時の避難については原則徒歩としつつ，地域の

実情に合わせて自動車の使用を認めている．また，高齢

化が進んでいる現状を考慮すると，今後自動車による避

難は増加すると予想される．そのため，避難時に自動車

を利用した際の避難規定を早急に策定する必要がある． 

 この問題に対し既往研究 2)では津波が発生した際の

自動車運転を体験できるドライビングシミュレータを

用いたシミュレーション実験を行い，自動車運転者への

避難支援方法を検討した．その結果，ハザードマップを

単に表示して被験者に情報を与えるだけでは，避難率向

上の効果はあまり高くないことがわかった．さらに，実

験シナリオ中の他車の交通状況を現実に近く改良する

ことが課題であった．そこで，本研究では，既往研究で

作成された走行シナリオで震災発生時の交通状況をで

きる限り再現し，より高度なものに改良することで自動

車の避難誘導方法の検討に応用することを目指す． 

 

2．カープローブデータに基づく震災時の交通状況の分

析 

 震災発生時の交通状況を評価するために，本研究では

まず，宮城県仙台市を対象地として東北地方太平洋沖地

震発生当時のカープローブデータ 3)の分析を行い，震災

発生時の道路交通状況の特徴を把握する．カープローブ

データには車両の走行速度や位置情報等の情報が記録

されており，GIS 上に表示することで運転者の実際の動

きを確認することが可能である． 

 震災発生一週間前の2011年3月4日と震災当日の3月11

日のカープローブデータを比較したものが図1である．

東北地方太平洋沖地震発生の14時46分から3時間ほど経

過した17時台では，震災当日の方が明らかに走行速度の

遅い車両が多く，震災時に道路が非常に混雑していたこ

とが推測できる． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 震災発生時に混雑する道路の特徴を把握するために，

カープローブデータに加えて，道路交通センサス 4)の一

般交通量調査結果を用いて分析を行う．一般交通量調査

では，道路区間ごとの交通量や，平均速度などが集計さ

れている． 

 仙台市の平常時に混雑する道路を調べるため，道路区

間の規制速度に対する平均速度の比を，混雑レベルと定

義し，道路の混雑具合を評価した．この値が小さいほど，

規制速度に対して走行速度が小さいため，混雑している

道路であると解釈した．図 2 は，道路交通センサスに基

づく仙台市の平常時の混雑レベルである． 
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図 2 仙台市における平常時の混雑レベル 

図 1 仙台市におけるカープローブデータに基づく

走行速度の比較 
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また，カープローブデータを用いて，震災当日(14:46

～18:46)の混雑レベルを推定した（図 3）． 

混雑度レベルごとの道路長や，交通量，混雑レベルの変

化などを経時的に評価し，平常時と地震発生時の交通状

況で比較考察を行った．その結果，大局的には，平常時

に混雑する道路は震災発生時も混雑することがわかっ

た． 

 

3. 渋滞状況を反映した走行シナリオの作成 

 本研究で使用した UC-win/Road5)は，「合意形成を支

援するための 3 次元リアルタイム VR ソフトウェア」で

ある．道路を定義し，建造物や街灯等の 3D モデルを適

宜配置することで VR(バーチャルリアリティ)空間内に

都市の景観を再現することが可能である． 

 既往研究 2)では，神奈川県鎌倉市を再現した走行実験

コースを VR 空間内に作成した(図 4)．また，走行実験

はワイド液晶画面，ハンドル，アクセル，ブレーキから

なる簡易ドライビングシミュレータを用いて行う(図 5)． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 本研究では既往研究で作成された走行実験コースを

もとに，震災時の交通状況を反映させた新たな走行実験

のシナリオを作成する．具体的には，実際に鎌倉市で平

常時に混雑している道路区間を選定し，VR 空間内でそ

の道路区間を渋滞させる．そして，被験者が津波からの

避難開始から渋滞に遭遇するまでのシミュレーション

シナリオを作成する． 

 さらに，既往研究にはなかった新たな避難誘導方法

の試みとして，被験者に渋滞情報を与えた場合のシミュ

レーションシナリオを作成する(図 6)．これは，VICS

等によってカーナビに渋滞情報が送信されたことを想

定している． 

4．まとめと今後の展望 

 本研究では，カープローブデータや道路交通センサス

を用いて地震発生時の交通状況の特徴を分析し，その結

果を既往研究のシミュレーション装置に反映すること

で既存の走行シナリオの改良を行った．今後は作成した

シミュレーション装置を利用し，被験者を募って模擬走

行実験を行う．そして，その結果を分析，考察すること

で，最適な避難誘導方法の提案を目指す． 
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図 3 仙台市における震災当日の混雑レベル 

図 4 走行実験コースの概観 

 

図 6 ルート案内と渋滞情報を与えた場合の運転画面 

図 5 本研究のドライビングシミュレータ 
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